万葉集巻十三｢久々利の宮｣歌成立の背景　東山道美濃国可児駅と久々利の特色を中心に by 佐藤 隆
一は
じ
め
に
畿
内
か
ら
東
国
を
な
が
め
た
時
、
尾
張
国
と
美
濃
国
が
ま
ず
存
在
す
る
。
そ
の
美
濃
国
を
詠
ん
だ
歌
が
万
葉
集
巻
十
三
に
あ
る
。
も
も
き
ね
美
濃
の
国
の
高
北
た
か
き
た
の
久
々
利
の
宮
に
日ひ
向む
か
ひ
に
行
靡
闕
矣
(
あ
る
女
が)
あ
り
と
聞
き
て
我
が
行
く
道
の
奥おき
十そ
山やま
美
濃
の
山
な
び
け
と
人
は
踏
め
ど
も
か
く
寄
れ
と
人
は
突
け
ど
も
心
な
き
山
の
奥
十
山
美
濃
の
山
(
13
・
三
二
四
二)
右
の
一
首
百
岐
年
三
野
之
國
之
高
北
之
八
十
一
隣
之
宮
尓
日
向
尓
行
靡
闕
矣
有
登
聞
而
吾
通
道
之
奥
十
山
三
野
之
山
靡
得
人
雖
跡
如
此
依
等
人
雖
衝
無
意
山
之
奥
礒
山
三
野
之
山
右
一
首
で
あ
る
。
当
該
歌
六
句
目
の
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
は
、
難
訓
で
あ
っ
て
現
在
も
定
訓
を
得
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
国
名
の
｢
三
野
之
國｣
は
美
濃
国
で
あ
り
、
地
名
の
｢
八
十
一
隣｣
は
美
濃
国
の
久
々
利
、
現
在
の
岐
阜
県
可
児
市
久
々
利
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
難
訓
が
存
在
す
る
が
そ
の
全
体
の
語
構
成
か
ら
、
あ
る
人
が
美
濃
国
の
久
々
利
の
宮
を
舞
台
に
し
、
愛
し
い
娘
子
に
逢
う
こ
と
を
ひ
た
す
ら
求
め
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
東
山
道
や
別
路
を
再
確
認
し
、
久
々
利
の
歴
史
的
状
況
、
1
万
葉
集
巻
十
三
｢
久
々
利
の
宮｣
歌
成
立
の
背
景
東
山
道
美
濃
国
可
児
駅
と
久
々
利
の
特
色
を
中
心
に
佐
藤
隆
古
墳
や
近
年
発
見
さ
れ
た
木
簡
、
ま
た
、
記
紀
の
記
事
に
注
目
し
、
当
該
歌
が
生
ま
れ
た
背
景
を
明
確
に
し
、
詠
出
し
た
状
況
や
作
者
に
つ
い
て
言
及
す
る
。二
先
行
諸
説
先
行
研
究
と
し
て
は
、
松
田
好
夫
の
｢
万
葉
集
『
行
靡
闕
矣』
―
巻
十
三
・
三
二
四
二
の
本
文
復
原
―
(
１)｣
が
あ
り
、
井
村
哲
夫
の
｢『
行
靡
闕
矣』
考｣
続
貂
(
２)｣
や
、
曽
倉
岑
の
『
萬
葉
集
全
注』
の
説
(
３)
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
総
括
し
て
論
を
展
開
す
る
廣
川
晶
輝
の
｢『
万
葉
集』
巻
十
三
・
三
二
四
二
番
歌
に
つ
い
て
―
｢
久
々
利｣
と
記
す
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
と
関
連
さ
せ
て
―
(
４)｣
が
あ
る
。
ま
た
、
道
に
注
目
し
た
木
野
村
茂
美
の
説
(
５)
や
筆
者
の
説
(
６)
も
あ
る
。
ま
ず
当
該
歌
の
難
訓
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
に
つ
い
て
触
れ
る
。
早
く
松
田
好
夫
は
｢『
行
靡
闕
矣』
考｣
に
て
諸
説
を
十
一
説
に
整
理
す
る
。
そ
こ
に
詳
し
い
言
及
が
あ
る
の
で
各
説
の
検
討
は
そ
れ
に
譲
る
。
代
表
的
な
訓
を
挙
げ
れ
ば
、
①
ゆ
き
な
び
か
く
を(
西
本
願
寺
本
・
代
匠
記
・
略
解)
、
②
い
で
ま
し
の
み
や
を
(
考)
、
③
ゆ
か
ま
し
さ
と
を
(
古
義)
で
あ
っ
た
。
松
田
説
は
こ
れ
ら
の
訓
を
す
べ
て
否
定
し
、
本
文
の
｢
闕｣
の
文
字
に
注
目
し
、
文
字
通
り
闕
文
の
表
記
と
捉
え
何
音
か
が
闕
け
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
詩
形
か
ら
四
音
を
想
定
し
、
古
事
記
や
万
葉
の
用
例
か
ら
｢
た
わ
や
め｣
の
語
を
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
訓
を
｢
ゆ
き
な
び
け
る
〈
た
わ
や
め
〉
を｣
と
し
、
本
文
を
｢
行
靡
手
弱
女
矣｣
と
復
原
し
た
。
多
く
の
用
例
を
駆
使
し
厳
密
に
推
測
を
加
え
た
魅
力
的
な
説
で
あ
り
、
歌
全
体
の
世
界
と
も
合
致
す
る
が
、
推
測
の
部
分
を
保
証
す
る
資
料
が
不
足
し
、
定
説
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
当
該
歌
の
表
現
内
容
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
従
来
説
を
総
括
し
展
開
し
た
最
新
の
廣
川
説
が
あ
る
。
そ
れ
に
従
い
な
が
ら
紹
介
す
る
。
廣
川
は
｢
あ
り
と
聞
き
て｣
を
万
葉
集
や
記
紀
の
用
例
か
ら
究
明
し
、
あ
り
と
聞
く
対
象
を
｢
あ
る
女
性｣
と
し
て
、｢
そ
の
女
性
が
い
る
と
聞
い
て｣
と
捉
え
る
。
松
田
説
と
同
様
の
発
想
で
あ
る
。
そ
の
後
、｢
我
が
行
く
道
の｣
は
女
性
の
許
へ
と
通
う
の
意
と
し
、｢
な
び
け
と
人
は
踏
め
ど
も
か
く
寄
れ
と
人
は
突
け
ど
も｣
は｢
そ
の
道
を
通
う
男
に
と
っ
て
望
ま
れ
る
。
そ
の
思
い｣
の
意
と
し
、｢
心
な
き｣
は
｢
恋
情
に
か
か
ら
わ
せ
て
把
握
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。｣
と
し
て
、
不
明
な
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
当
該
歌
は
表
現
か
ら
は
、
美
濃
の
国
の
く
く
り
の
宮
が
あ
り
、(
そ
の
宮
に
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
｢
行
靡
闕
矣｣
の
関
係
上
、
明
確
に
言
え
な
い
が)
女
性
が
い
る
2
と
聞
い
て
、
そ
の
女
性
の
許
へ
と
通
お
う
と
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
し
て
全
体
を
捉
え
て
い
る
。
用
例
を
確
認
し
た
詳
細
な
検
証
で
あ
り
本
稿
は
こ
れ
に
従
う
。
次
ぎ
に
、
廣
川
は
景
行
紀
に
見
ら
れ
る
｢
八
十
一
隣
の
宮｣
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
万
葉
集
以
外
の
外
部
資
料
で
あ
る
景
行
紀
の
美
濃
国
行
幸
の
説
話
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
当
該
歌
は
景
行
天
皇
の
行
幸
に
関
わ
る
話
と
何
ら
か
な
形
で
手
を
結
び
合
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
と
そ
の
関
わ
り
を
認
め
る
。
万
葉
歌
と
景
行
紀
と
の
具
体
的
な
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
廣
川
説
の
如
く
当
該
歌
と
景
行
天
皇
の
行
幸
記
事
と
の
関
係
は
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。
廣
川
は
続
け
て
、
当
該
歌
に
対
す
る
『
全
注』
曽
倉
の
虚
実
説
に
言
及
す
る
。
曽
倉
説
は
、
諸
注
の
い
く
つ
か
が
説
く
よ
う
に
景
行
紀
と
関
係
が
あ
る
と
は
言
え
、
こ
の
歌
は
全
体
と
し
て
虚
構
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
過
去
の
こ
と
史
実
で
あ
れ
伝
説
で
あ
れ
を
現
在
と
仮
想
す
る
、
あ
る
い
は
過
去
の
中
に
あ
る
自
分
を
仮
想
す
る
虚
構
を
で
あ
る
。
前
掲
松
田
説
そ
の
他
、
こ
の
歌
を
恋
の
民
謡
な
ど
と
考
え
る
説
が
泳
宮
を
単
な
る
場
所
と
考
え
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
と
｢
虚
構｣
に
言
及
し
、
当
該
歌
を
民
謡
な
ど
と
す
る
説
に
対
し
て
、
そ
の
御
嶽
宿
の
あ
っ
た
可
児
郡
御
嵩
町
の
あ
た
り
に
『
延
喜
式』
の
可
児
駅
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
歌
は
、
こ
の
道
を
往
来
す
る
官
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
可
児
駅
に
宿
泊
し
た
夜
な
ど
に
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
官
人
の
歌
と
す
る
説
を
展
開
し
て
い
る
。
廣
川
は
こ
の
曽
倉
説
を
｢
こ
の
説
は
き
わ
め
て
魅
力
的
な
説
と
言
え
よ
う
。｣
と
官
人
説
を
肯
定
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
歌
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
疑
問
を
呈
す
る
。
従
来
、
当
該
歌
の
成
立
時
期
は
人
麻
呂
以
前
と
さ
れ
て
き
た
が
、
曽
倉
説
は
窪
田
評
釈
説
に
し
た
が
っ
て
、
東
山
道
を
吉
蘇
路
を
利
用
し
信
濃
の
国
庁
に
行
く
人
の
歌
と
し
、｢
時
は
、
吉
蘇
路
の
拓
け
た
、
少
な
く
と
も
和
銅
六
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。｣
に
賛
同
し
、
奈
良
時
代
の
新
し
い
歌
と
す
る
。
一
方
、
廣
川
は
当
該
歌
の
｢
古
さ｣
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
は
離
脱
で
き
な
い
と
す
る
。
筆
者
も
後
述
す
る
よ
う
に
当
該
歌
の
成
立
を
奈
良
時
代
以
前
と
し
、
天
武
朝
ご
ろ
の
発
生
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
歌
の
成
立
を
吉
蘇
路
の
完
成
以
後
と
推
定
す
る
場
合
は
、
3
そ
の
吉
蘇
路
と
久
々
利
の
と
距
離
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
東
山
道
は
可
児
駅
か
ら
土
岐
駅
を
通
っ
て
大
井
駅
を
進
み
坂
本
駅
に
至
る
が
、
墾
り
道
で
あ
る
吉
蘇
路
は
そ
の
坂
本
駅
か
ら
分
か
れ
て
北
上
し
、
木
曽
川
に
沿
っ
て
信
濃
国
府
(
松
本)
に
進
む
新
道
で
あ
る
。
当
該
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
久
々
利
か
ら
は
、
か
な
り
離
れ
た
場
所
の
新
道
で
あ
る
。
そ
の
た
め
久
々
利
と
吉
蘇
路
と
を
安
易
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
行
く
道
を
遮
る
山
々
は
、
す
で
に
久
々
利
周
辺
に
立
ち
出
で
て
い
る
こ
と
は
、
現
地
に
訪
れ
て
み
れ
ば
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、
当
該
歌
が
巻
十
三
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
る
。
巻
十
三
歌
の
成
立
時
期
を
、
早
く
賀
茂
真
淵
は
巻
一
・
二
に
次
ぐ
｢
古
撰｣
と
し
た
が
、
一
方
、
自
ら
の
但
し
書
き
に
て
時
代
の
下
っ
た
歌
の
存
在
も
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漠
然
と
古
巻
と
片
付
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
全
て
が
新
し
い
と
も
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
今
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
へ
の
追
求
に
よ
る
成
果
が
待
た
れ
る
。
三
多
様
な
古
東
山
道
・
東
山
道
と
美
濃
国
ま
ず
、
東
海
地
方
の
東
山
道
を
確
認
す
る
。
延
喜
式
に
よ
る
東
山
道
の
構
成
国
は
、
近
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
・
上
野
・
下
野
・
陸
奥
・
出
羽
の
八
国
で
あ
る
。
た
だ
し
、
出
羽
国
が
北
陸
道
に
属
し
、
武
蔵
国
や
尾
張
国
が
東
山
道
に
属
し
た
時
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
久
々
利
地
方
に
関
わ
る
、
近
江
国
か
ら
美
濃
国
を
進
み
信
濃
国
に
至
る
が
東
海
地
方
の
東
山
道
は
、
平
城
京
か
ら
近
江
国
に
進
み
、
近
江
国
か
ら
不
破
関
(
岐
阜
県
不
破
郡
関
ヶ
原
町
松
尾)
を
越
え
、
不
破
―
大
野
―
方
縣
―
各
務
―
可
児
―
土
岐
―
大
井
―
坂
本
の
各
駅
を
通
り
、
神
坂
峠
越
え
て
信
濃
国
の
阿
知
駅
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
美
濃
国
内
の
東
山
道
は
、
西
濃
で
は
令
制
以
前
か
ら
木
曽
三
川
の
渡
河
に
難
渋
し
、
中
濃
で
は
山
々
が
す
で
に
行
く
手
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
た
。
そ
の
美
濃
国
の
東
山
道
は
｢
西
濃｣
｢
中
濃｣
｢
東
濃｣
と
に
大
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
古
代
史
の
大
下
武
(
７)
が
古
墳
分
布
も
視
野
に
入
れ
て
古
東
山
道
を
復
原
し
て
い
る
。
次
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
。
《
西
濃
》
【
不
破
駅
(
不
破
郡
垂
井
町)
】
東
に
向
か
う
場
合
、
赤
坂
に
至
り
、
(
古
東
山
道)
近
世
の
中
山
道
で
は
そ
の
ま
ま
真
東
に
揖
斐
川
に
進
む
が
、
揖
斐
川
の
本
流
で
あ
っ
た
杭
瀬
川
は
渡
河
が
4
容
易
で
な
く
、
金
生
山
の
東
に
沿
っ
て
杭
瀬
川
右
岸
を
遡
っ
て
か
ら
渡
河
し
、
山
沿
い
を
東
に
向
か
い
大
野
駅
(
揖
斐
郡
大
野
町
下
磯)
を
経
な
い
で
方
縣
駅
(
岐
阜
市
長
良)
に
至
る
、
美
濃
の
｢
山
辺
の
道｣
と
も
言
う
。
(
東
山
道)
令
制
の
道
は
そ
の
ま
ま
杭
瀬
川
を
船
で
渡
河
し
東
の
大
野
駅
に
向
か
う
。
【
大
野
駅
(
揖
斐
郡
大
野
町
下
磯)
】
か
ら
、
さ
ら
に
東
に
向
か
う
。
【
方
縣
駅
(
岐
阜
市
長
良)
】
に
至
る
。
方
縣
駅
の
｢
日
野
の
渡
し｣
で
長
良
川
を
渡
河
し
、
【
各
務
駅
(
各
務
原
市
鵜
沼)
】
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
《
中
濃
》
各
務
駅
の
一
キ
ロ
先
に
｢
鵜
沼
の
渡
し｣
が
あ
り
、
街
道
の
難
所
で
あ
る
木
曽
川
を
渡
河
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
後
世
の
中
山
道
は
上
流
の
｢
太
田
の
渡
し｣
で
渡
河
す
る
。
こ
の
地
区
は
対
岸
の
犬
山
と
と
も
に
、
木
曽
川
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
広
大
な
濃
尾
平
野
の
谷
口
に
あ
た
り
、
早
く
か
ら
水
陸
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
【
可
児
駅
(
可
児
郡
御
嵩
町
顔
戸)
】
に
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
山
中
に
入
る
。
古
東
山
道
も
同
様
の
道
筋
と
推
察
さ
れ
る
。
現
在
の
国
道
二
一
号
線
に
重
な
る
道
筋
で
、
可
児
駅
か
ら
国
道
を
登
り
峠
に
至
る
前
で
東
北
に
離
れ
て
山
中
を
土
岐
駅
行
く
。
【
土
岐
駅
(
瑞
浪
市
釜
戸
町)
】
に
向
う
。
近
世
の
中
山
道
と
ほ
ぼ
同
じ
道
筋
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
揖
斐
川
の
渡
河
に
難
渋
し
た
東
山
道
は
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
道
を
南
下
さ
せ
、
美
濃
国
を
ほ
ぼ
東
に
進
ん
だ
。
そ
し
て
、
鵜
沼
駅
に
至
り
、
難
所
の
木
曽
川
を
渡
河
す
る
の
で
あ
っ
た
。
鵜
沼
側
の
南
町
か
ら
犬
山
側
の
内
田
町
に
船
で
渡
り
、
東
北
に
北
上
し
な
が
ら
可
児
駅
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
こ
の
道
筋
は
古
東
山
道
も
東
山
道
も
同
じ
で
あ
る
。四
可
児
盆
地
の
道
東
山
道
を
、
木
曽
川
の
｢
鵜
沼
の
渡
し｣
で
渡
河
し
た
後
、
山
を
越
え
て
進
む
。
そ
し
て
北
西
は
開
け
て
い
る
が
可
児
盆
地
と
呼
ば
れ
る
地
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
流
れ
る
可
児
川
に
沿
っ
て
可
児
5
駅
(
顔
戸)
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
可
児
駅
の
手
前
に
可
児
川
に
注
ぐ
久
々
利
川
が
あ
り
、
そ
の
川
に
沿
っ
て
ほ
ぼ
東
に
遡
り
山
麓
付
近
に
至
る
と
、
当
該
歌
に
詠
ま
れ
た
久
々
利
の
地
が
あ
る
。
こ
の
周
辺
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
｢
鵜
沼
の
渡
し｣
で
渡
河
し
可
児
駅
に
向
か
う
道
筋
は
、
現
在
の
犬
山
市
か
ら
可
児
市
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
名
鉄
広
見
線
が
、
愛
知
県
の
｢
犬
山｣
｢
富
岡
前｣
｢
善
師
野｣
を
走
り
、
岐
阜
県
の
、
｢
西
可
児｣
｢
可
児
川｣
｢
日
本
ラ
イ
ン
今
渡｣
｢
新
可
児｣
(
Ｊ
Ｒ
太
多
線
の
｢
可
児｣)
と
運
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
線
路
と
同
様
の
道
を
進
み
、
可
児
市
の
広
見
か
ら
は
次
第
に
中
濃
の
山
中
に
分
け
入
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
本
道
と
し
て
の
東
山
道
は
、
可
児
市
の
可
児
川
に
沿
っ
た
道
筋
で
あ
る
。
令
制
の
東
山
道
も
近
世
の
中
山
道
も
同
様
で
、
現
在
の
国
道
二
一
号
線
に
重
な
る
道
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
可
児
市
内
の
別
路
の
存
在
で
あ
る
。
可
児
市
内
の
可
児
川
に
は
、｢
久
々
利
川｣
｢
大
森
川｣
｢
姫
川｣
が
流
れ
込
ん
で
お
り
、
そ
の
川
に
沿
っ
て
多
く
の
後
期
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
、
可
児
市
は
『
可
児
市
史』
第
一
巻
の
｢
後
期
古
墳
の
分
布
と
可
児
地
域
内
の
地
域
割｣
や
｢
横
穴
墓
の
盛
行
(
８)｣
に
お
い
て
報
告
し
て
い
る
。
後
期
古
墳
時
代
か
ら
川
に
沿
っ
て
人
々
が
生
活
し
、
そ
こ
に
は
様
々
な
道
が
開
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
｢
久
々
利
川｣
に
沿
う
道
は
、
可
児
市
の
広
見
か
ら
ほ
ぼ
東
に
進
み
、
山
裾
の
久
々
利
に
至
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
山
中
に
入
り
、
峠
を
越
え
て
土
岐
市
に
至
る
道
で
あ
る
。
現
在
の
県
道
八
四
号
線
(
土
岐
可
児
線)
で
あ
る
。
｢
大
森
川｣
｢
姫
川｣
に
沿
う
道
は
、
東
南
に
進
み
現
在
の
多
治
見
に
至
っ
て
い
る
。｢
姫
川｣
沿
い
の
道
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
太
多
線
が
美
濃
太
田
と
多
治
見
を
結
び
多
く
の
人
々
の
交
流
が
あ
る
よ
う
に
、
木
曽
川
流
域
の
地
と
多
治
見
や
土
岐
の
土
岐
川
流
域
の
地
と
深
く
関
わ
る
道
で
あ
る
。
後
期
古
墳
の
分
布
の
地
域
割
で
は
、
姫
川
流
域
は
｢
姫
治
地
区｣
と
さ
れ
、
多
治
見
地
区
と
関
連
さ
せ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
木
曽
川
に
近
い
太
田
周
辺
や
盆
地
の
可
児
川
・
久
々
利
川
・
大
森
川
・
姫
川
周
辺
に
は
、
後
期
古
墳
が
多
く
あ
り
、
古
墳
時
代
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
人
々
が
多
数
居
住
し
、
行
き
交
い
繁
栄
し
た
地
域
で
あ
た
。
そ
の
太
田
周
辺
と
と
も
に
可
児
川
周
辺
は
様
々
な
道
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
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五久
々
利
に
つ
い
て
当
該
歌
の
｢
久
々
利
の
宮｣
の
地
は
、『
私
注』
が
｢
潜
り｣
と
し
、
湧
水
の
意
味
と
し
て
西
濃
説
を
主
張
す
る
が
、
や
は
り
岐
阜
県
可
児
郡
久
々
利
と
推
定
さ
れ
る
。
久
々
利
の
地
は
、
久
々
利
川
に
沿
っ
て
浅
間
山
の
北
斜
面
に
至
る
か
な
り
広
い
地
域
で
あ
る
。
前
記
の
『
可
児
市
史』
第
一
巻
の
｢
後
期
古
墳
の
分
布
と
可
児
地
域
内
の
地
域
割｣
の
｢
久
々
利
川
の
流
域
(
久
々
利
・
羽
崎
地
区｣
で
は
、
可
児
川
の
支
流
で
あ
る
久
々
利
川
水
系
の
広
見
地
内
か
ら
久
々
利
地
内
に
か
け
て
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
大
字
単
位
ご
と
に
六
の
小
群
に
分
か
れ
、
一
二
六
基
の
後
期
古
墳
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内

穴
墓
は
九
七
基
を
占
め
て
お
り
、
圧
倒
的
に

穴
墓
が
優
位
な
地
区
で
あ
る
。
地
区
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
広
見
熊
野
古
墳
を
含
む
二
〇
基
の
古
墳
が
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
る
。
広
見
熊
野
古
墳
は
、
川
合
次
郎
兵
衛

一
号
墳
に
次
ぐ
可
児
地
域
の
首
長
墳
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
調
査
さ
れ
た
古
墳
の
内
実
を
見
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
｢
大
型
方
墳
の
時
代｣
(
六
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
七
7
可
児
郷
土
歴
史
館
に
展
示
さ
れ
た
可
児
市
付
近
の
地
形
図
。
左
側
の
川
が
木
曽
川
。
そ
の
右
側
が
可
児
川
。
上
部
で
右
に
分
か
れ
る
の
が
、
久
々
利
川
。
世
紀
前
半
頃)
を
示
し
て
い
る
。
と
圧
倒
的
な

穴
墓
の
存
在
と
、
川
合
地
区
の
次
郎
兵
衛

一
号
墳
に
次
ぐ
規
模
の
首
長
墳
で
あ
る
広
見
熊
野
古
墳
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
報
告
か
ら
久
々
利
川
水
系
の
広
見
地
内
か
ら
久
々
利
地
内
は
、
六
世
紀
の
終
わ
り
頃
か
ら
七
世
紀
前
半
頃
ま
で
、
圧
倒
的
多
数
の
横
穴
墓
の
存
在
か
ら
多
く
の
人
々
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
地
域
に
は
首
長
も
君
臨
し
て
居
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
可
児
市
史』
第
二
巻
の
｢
律
令
制
下
の
可
児
郡
と
そ
の
変
容｣
の
｢
美
濃
国
の
成
立
と
可
児
地
域｣
で
は
、
久
々
利
地
区
の
条
里
制
遺
構
の
存
在
を
詳
し
く
報
告
し
て
い
る
。
久
々
利
の
経
済
基
盤
は
確
実
に
継
続
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
久
々
利
か
ら
は
銅
鐸
が
出
土
し
て
い
る
。
8
弥
生
時
代
後
期
、
袈け
裟さ
襷
た
す
き
紋
様
の｢
近
畿
式｣
銅
鐸
享
保
一
八
年(
一
七
三
三)
三
月
、
久
々
利
柿
下
番
場
地
区
よ
り
出
土
。
高
さ
111
㎝
、
底
長
径
約
41
㎝
、
重
さ
26
㎏
(
可
児
郷
土
歴
史
館
蔵)
久々利川大森川水系の古墳群と銅鐸発掘地
(可児郷土歴史館展示)
で
あ
る
。
可
児
市
久
々
利
柿
下
か
ら
出
土
し
、
弥
生
時
代
後
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
銅
鐸
は
農
耕
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
、
古
墳
時
代
以
前
の
弥
生
時
代
後
期
か
ら
の
久
々
利
で
農
耕
生
活
を
す
る
人
々
の
存
在
が
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、
廣
川
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
は
こ
の
地
に
か
か
わ
る
飛
鳥
時
代
の
出
土
品
と
し
て
、
次
の
の
荷
札
木
簡
が
あ
る
。
(
表)
丁
丑
年
十
二
月
次
米
三
野
国
加
尓
評
久
々
利
五
十
戸
人
物
部
古
麻
里
｢
加
尓
評
久
々
利｣
は
、
後
の
美
濃
国
可
児
郡
久
々
利
(
可
児
市
久
々
利)
と
推
定
さ
れ
、｢
丁
丑
年｣
は
、
天
武
六
年
(
六
七
七)
に
あ
た
り
、
藤
原
京
以
前
の
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
時
代
の
木
簡
で
あ
る
。｢
次
米｣
は
｢
ス
キ
ノ
コ
メ｣
と
訓
め
る
。
歴
史
研
究
で
は
慎
重
な
態
度
を
と
る
研
究
者
も
い
る
が
、
宮
廷
祭
祀
の
大
嘗
祭
や
新
嘗
祭
の
時
に
、
全
国
か
ら
新
穀
を
貢
進
す
る
こ
と
が
指
定
さ
れ
る
｢
悠ゆ
紀き
・
主す
基き｣
の
国
の
、
主
基
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
主
基
国
の
斎
田
の
新
穀
が
大
嘗
宮
の
西
の
主
基
殿
で
神
饌
に
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
久
々
利
は
す
で
に
壬
申
の
乱
後
の
天
武
朝
か
ら
、
大
和
の
中
央
王
権
と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
律
令
制
的
の
行
政
区
画
に
入
り
、
主
基
の
国
と
し
て
選
ば
れ
て
次
米
を
貢
進
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
美
濃
国
の
中
で
も
久
々
利
は
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
地
域
の
首
長
も
在
住
し
、
中
央
政
権
と
も
関
わ
る
特
別
な
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
正
し
く
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
同
じ
飛
鳥
池
工
房
遺
跡
か
ら
出
土
し
、
同
じ
年
の
美
濃
国
の
荷
札
木
簡
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
(
表)
丁
丑
年
十
二
月
三
野
国
刀
支
評
次
米
(
裏)
恵
奈
五
十
戸
造
阿
利
麻
舂
人
服
部
枚
布
五
斗
俵
｢
刀
支
評｣
は
現
在
の
土
岐
を
さ
し
、
美
濃
国
の
斎
田
と
し
て
土
岐
も
選
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
久
々
利
と
同
様
に
次
(
主
基)
米
を
納
め
て
い
る
。
美
濃
国
の
木
曽
川
側
の
久
々
利
も
土
岐
川
側
の
土
岐
も
同
様
に
中
央
政
権
と
は
深
く
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
こ
の
地
区
の
窯
業
に
も
目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
七
世
紀
頃
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
方
に
須
恵
器
の
製
法
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
近
隣
の
土
岐
地
区
や
多
治
見
地
区
と
同
様
に
窯
業
が
発
達
し
た
。
現
在
の
美
濃
焼
の
原
型
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
須
恵
器
は
、
東
山
道
や
木
曽
川
の
水
運
を
利
用
し
て
全
国
各
地
に
運
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
も
久
々
利
の
中
心
地
か
ら
山
中
を
久
々
利
川
に
沿
っ
て
県
道
八
四
号
線
を
遡
る
と
、｢
大
萱｣
あ
た
り
に
は
古
窯
跡
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
久
々
利
は
六
世
紀
末
頃
か
ら
七
世
紀
前
半
頃
ま
で
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
首
長
が
君
臨
し
多
く
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
地
域
で
あ
り
、
そ
の
状
況
が
そ
の
後
の
天
武
朝
ま
で
明
確
に
続
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
久
々
利
は
東
山
道
に
属
す
る
美
濃
国
の
各
地
の
中
で
、
特
別
な
存
在
で
、
注
目
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
久
々
利
の
あ
り
方
は
、
当
該
歌
の
内
容
理
解
に
重
要
な
要
素
と
し
て
働
く
。
東
山
道
を
旅
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
久
々
利
は
無
視
で
き
な
い
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
の
あ
る
。
ま
た
、
次
ぎ
に
触
れ
る
よ
う
に
、
久
々
利
の
八
坂
入
彦
の
娘
を
め
ぐ
る
説
話
の
存
在
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
六
記
紀
に
み
ら
れ
る
美
濃
国
久
々
利
と
景
行
天
皇
美
濃
国
関
係
事
項
や
久
々
利
に
関
わ
る
記
事
は
、
記
紀
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
古
事
記
の
｢
景
行
記｣
に
は
、
①
大
帯
日
子
お
ほ
た
ら
し
ひ
こ
淤お
斯し
呂ろ
和わ
気けの
天
皇
す
め
ら
み
こ
と
(
景
行)
、
纏まき
向むく
の
日ひ
代
し
ろ
の
宮みや
に
坐いま
し
て
、
天
の
下
を
治
め
き
。
此
の
天
皇
、
吉き
備びの
臣おみ
等ら
が
祖おや
、
若わか
建たけ
吉き
備び
津つ
日ひ
子こ
の
女
む
す
め
、
名
は
針はり
間ま
の
伊い
那な
毘び
能の
大おほ
郎
女
い
ら
つ
め
を
娶めと
り
て
、
生
み
し
御み
子こ
は
、
櫛くし
角つの
別わけ
の
王みこ
。
次
に
、
大
碓
お
ほ
う
す
の
命
み
こ
と
。
次
に
、
小
碓
を
う
す
の
命
み
こ
と
、
亦また
の
名
は
、
倭
男
具
や
ま
と
を
ぐ
那なの
命
み
こ
と
。
次
に
、
倭
根
子
や
ま
と
ね
こ
の
命
み
こ
と
。
次
に
、
神かみ
櫛くし
王
の
み
こ〈
五
柱〉
。
又
、
八
尺
や
さ
か
の
入いり
日
子
び
こ
の
命
み
こ
と
の
女
む
す
め
、
八や
坂さか
之の
入いり
日び
売めの
命
み
こ
と
を
娶
り
て
、
生
み
し
御
子
は
、
若
帯
わ
か
た
ら
し
日ひ
子この
命
み
こ
と
。
次
に
、
五い
百ほ
木き
之の
入いり
日び
子この
命
み
こ
と
。
次
に
、
押おし
別
わ
け
の
命
み
こ
と
次
に
、
五い
百ほ
木き
之の
入いり
日び
売めの
命
み
こ
と
。
(
中
略)
若わか
帯
た
ら
し
日ひ
子この
命
み
こ
と
と
倭
建
命
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
とと
、
亦
、
五
百
木
之
い
ほ
き
の
入いり
日
子
び
こ
の
命
み
こ
と
と
、
此
の
三
の
王
は
、
太
子
お
ほ
み
こ
の
名
を
負
き
。
②
是ここ
に
、
天
皇
す
め
ら
み
こ
と、
三
野
国
造
み
の
の
く
に
の
み
や
つ
こが
祖おや
、
大
根
王
お
ほ
ね
の
み
こ
の
女
む
す
め
、
名
は
兄
比
売
え
ひ
め
・
弟
比
売
お
と
ひ
め
の
二
ふ
た
り
の
嬢
子
を
と
め
、
其
の
容
姿
か
た
り
麗
美
う
る
は
し
し
と
聞きこ
し
看め
し
定さだ
め
て
、
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其そ
の
御
子
大
碓
命
お
ほ
う
す
の
み
こ
とを
遣
つ
か
は
し
て
、
喚め
し
上あ
げ
き
。
故かれ
、
其そ
の
遣
つ
か
は
さ
え
し
大
碓
命
、
召め
し
上あ
ぐ
る
こ
と
勿な
く
し
て
、
即すな
はち
、
己
自
み
づ
か
ら
其
の
二
ふ
た
り
の
嬢
子
を
と
め
に
婚あ
ひ
て
、
更さら
に
他あた
し
女
人
を
み
な
を
求
め
て
、
詐
い
つ
は
り
て
其
の
嬢
女
を
と
め
と
名なづ
け
て
、
貢
上
た
て
ま
つ
り
き
。
(
中
略)
故かれ
、
其
の
大
碓
命
お
ほ
う
す
の
み
こ
と、
兄え
比ひ
売め
を
娶めと
り
て
、
生う
み
し
子こ
、
押
黒
之
お
し
く
ろ
の
兄え
日ひ
子この
王みこ
。〈
此これ
は
、
三み
野の
の
宇う
泥ね
須す
和わ
気け
が
祖おや
ぞ〉
。
亦
、
弟おと
比ひ
売め
を
娶めと
り
て
、
生う
み
し
子こ
は
、
押
黒
お
し
く
ろ
の
弟おと
日
子
ひ
こ
の
王みこ
〈
此これ
は
、
牟む
宣げ
都つの
君きみ
等ら
が
祖おや
ぞ〉
。
の
記
事
が
あ
る
。
後
載
の
日
本
書
紀
の
よ
う
に
、
景
行
天
皇
の
美
濃
国
行
幸
に
関
す
る
記
事
は
な
い
が
、
八
尺
や
さ
か
の
入いり
日
子
び
こ
の
命
み
こ
と
が
登
場
し
、
景
行
天
皇
は
そ
の
娘
の
八
坂
入
媛
や
さ
か
の
い
り
び
め
(
八
坂
や
さ
か
之の
入いり
日
売
び
め
の
命
み
こ
と)
と
の
結
婚
し
て
い
る
。
ま
た
、
景
行
天
皇
は
美
濃
国
造
の
祖
で
あ
る
大
根
王
の
女
に
求
婚
す
る
が
、
皇
子
の
大
碓
命
が
横
取
り
を
す
る
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
一
方
、
日
本
書
紀
で
は
、
諸
説
が
紹
介
す
る
、
四
年
の
春
二
月
の
甲
寅
か
ふ
い
ん
の
朔
つ
き
た
ちに
し
て
甲こう
子し
に
、
天
皇
、
美
濃
に
幸
い
で
ま
す
。
左
右
さ
い
う
奏まを
し
て
言まを
さ
く
、｢
茲こ
の
国
に
佳
人
か
ほ
よ
き
を
み
な
有あ
り
。
弟おと
媛ひめ
と
曰
す
。
容
姿
端
正
す
が
た
き
ら
ぎ
ら
し
。
八
坂
入
彦
皇
子
や
さ
か
の
い
り
び
こ
の
み
こ
の
女
み
む
す
めな
り
。
天
皇
、
得え
て
妃みめ
と
せ
む
と
欲
お
も
ほ
し
、
弟
媛
が
家
に
幸
い
で
ま
す
。
弟
媛
、
乗
輿
車
駕
す
め
ら
み
こ
と
み
ゆ
き
す
と
聞
き
、
則
ち
竹
林
た
か
は
ら
に
隠かく
る
。
是ここ
に
天
皇
、
弟
媛
を
至
ら
し
め
む
と
権はか
り
て
、
泳
宮
く
く
り
の
み
やに
居ま
し
ま
す
。
泳
宮
、
此ここ
に
は
区
玖
利
能
弥
揶
く
く
り
の
み
や
と
云
ふ
。
鯉
魚
こ
ひ
を
池
に
浮う
け
て
、
朝
夕
あ
し
た
ゆ
ふ
べに
臨
視
み
そ
こ
な
は
し
て
戲
遊
あ
そ
び
た
ま
ふ
。
時
に
弟
媛
、
其
の
鯉
魚
の
遊
ぶ
を
見
む
と
欲
お
も
ほ
し
て
、
密
ひ
そ
か
に
来きた
り
て
池
を
臨
み
そ
こ
な
はす
。
天
皇
す
め
ら
み
こ
と、
則
す
な
は
ち
留とど
め
て
通め
す
。
爰ここ
に
弟
媛
以
為
お
も
ひ
た
ま
は
く
、
｢
夫
婦
を
ふ
と
め
の
道
は
、
古
い
に
し
へも
今
も
達かよ
へ
る
則のり
な
り
。
然しか
る
を
吾あれ
に
お
き
て
は
便
た
よ
り
あ
ら
ず｣
と
お
も
ひ
た
ま
ひ
、
則
ち
天
皇
に
請こ
ひ
て
曰まを
さ
く
、｢
妾
や
つ
こ
、
性
ひ
と
と
な
り
交
接
と
つ
ぎ
の
道
を
欲ほり
せ
ず
。
今いま
し
皇
命
お
ほ
み
こ
と
の
威
か
し
こ
き
に
勝た
へ
ず
し
て
、
暫
し
ば
ら
く
帷
幕
ゐ
ば
く
の
中うち
に
納め
さ
れ
た
り
。
然しか
る
を
意
こ
こ
ろ
の
不
快
よ
ろ
こ
び
ざ
る
所とこ
ろに
し
て
、
亦また
形
姿
す
が
た
も
穢
陋
き
た
な
し
。
久ひさ
し
く
掖
庭
え
き
て
い
に
陪
つ
か
へ
ま
つ
るる
に
堪た
へ
じ
。
唯ただ
し
妾
や
つ
こ
が
姉あね
有はべ
り
。
名な
を
八
坂
入
媛
や
さ
か
の
い
り
び
め
と
曰もわ
す
。
容
姿
す
が
た
麗
美
う
る
は
し
く
。
志ここ
ろ
ざ
し
亦
貞
潔
い
さ
ぎ
よ
し
。
後
宮
き
さ
き
の
み
やに
納め
し
た
ま
へ｣
と
ま
わ
す
。
天
皇
聴ゆる
し
た
ま
ふ
。
仍よ
り
て
八
坂
入
媛
を
喚め
し
て
妃みめ
と
し
た
ま
ふ
。
七
男
な
な
た
り
の
ひ
こ
み
こ
六
女
む
た
り
の
ひ
め
み
こ
を
生
む
。
(
中
略)
※
多
く
の
子
供
が
生
ま
れ
と
こ
と
を
記
す
。
夫そ
れ
天
皇
す
め
ら
み
こ
との
男
女
ひ
こ
み
こ
ひ
め
み
こ、
前
後
さ
き
の
ち
并あは
せ
て
八
十
子
ま
し
ま
す
。
然しか
る
に
、
日
本
武
や
ま
と
た
け
る
の
尊
み
こ
と
・
稚
足
わ
か
た
ら
し
彦
ひ
こ
の
天
皇
す
め
ら
み
こ
と
・
五
百
城
い
ほ
き
人
彦
い
り
び
こ
皇
子
の
み
こ
を
除お
き
て
の
外ほか
、
七
十
余
子
は
、
皆
国
み
な
く
に
郡
こ
ほ
り
に
封
こ
と
よ
さ
し
て
、
各
お
の
も
お
の
も其
の
国
に
如ゆ
か
し
め
た
ま
ふ
。
故かれ
、
今
時
い
ま
の
よ
に
当あた
り
て
、
諸
も
ろ
も
ろ
国
の
く
に
の
別わけ
と
謂い
へ
る
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は
、
其
の
別
王
わ
け
の
み
こ
の
苗
み
あ
な
裔すゑ
な
り
。
(
中
略)
多
く
の
皇
子
に
関
わ
る
記
事
(
中
略)
是こ
の
月
に
、
天
皇
、
美
濃
国
み
の
の
く
に
の
造
み
や
つ
こ、
名な
は
神
骨
か
む
ほ
ね
が
女
む
す
め
、
兄え
が
名
は
兄え
遠
子
と
ほ
こ
、
弟おと
が
名
は
弟おと
遠
子
と
ほ
こ
、
並
な
ら
び
に
有
国
色
か
ほ
よ
し
と
聞きこ
し
め
し
て
、
則すな
はち
大
碓
お
ほ
う
す
の
命
み
こ
と
を
遣
し
て
、
其
の
婦
女
を
み
な
の
容
姿
す
が
た
を
察み
し
め
た
ま
ふ
。
時
に
大
碓
命
、
便
す
な
は
ち
密
ひ
そ
か
に
通たは
け
て
復
命
か
へ
り
こ
と
ま
をさ
ず
。
是これ
に
由よ
り
て
、
大
碓
命
を
恨うら
み
た
ま
ふ
。
(『
日
本
書
紀』
景
行
天
皇
四
年
二
月
条)
の
記
事
が
あ
る
。
景
行
天
皇
が
美
濃
国
に
行
幸
し
、
八
坂
入
彦
皇
子
の
娘
で
、｢
容
姿
端
正
し
き
弟
媛｣
へ
の
求
婚
す
る
が
成
就
せ
ず
、
姉
の
｢
容
姿
麗
美
し
く
。
志
亦
貞
潔
し｣
八
坂
入
媛
と
結
婚
し
、
多
く
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
様
子
を
説
話
的
に
記
し
て
い
る
。
ま
る
で
、
古
事
記
が
記
す
仁
徳
天
皇
や
雄
略
天
皇
の
求
婚
の
段
の
よ
う
な
趣
が
あ
り
、
文
学
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
景
行
天
皇
の
権
威
と
権
威
の
範
囲
を
示
す
と
と
も
に
、
景
行
天
皇
と
美
濃
国
と
の
強
い
結
び
付
き
を
示
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、｢
七
十
余
子｣
の
多
く
の
子
供
は
｢
諸
国
の
別
と
謂
へ
る
は
、
其
の
別
王
の
苗
裔
な
り
。｣
と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
対
し
て
小
学
館
新
全
集
の
頭
注
は
、
地
名
を
負
っ
た
豪
族
。
そ
の
出
自
が
天
皇
か
ら
分
か
れ
出
た
た
も
の
で
、
分
封
さ
れ
た
者
と
い
う
伝
承
を
も
つ
が
、
後
の
仮
託
説
話
と
見
ら
れ
る
と
す
る
。
景
行
紀
の
記
述
は
や
は
り
後
の
仮
託
説
話
と
理
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
景
行
紀
の
天
皇
と
御
子
た
ち
に
よ
る
国
土
平
定
は
、
壬
申
の
乱
後
、
天
武
朝
に
お
け
る
国
家
の
確
立
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
書
紀
に
も
美
濃
国
造
の
女
と
の
求
婚
の
段
が
あ
る
。
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
見
ら
れ
る
国
造
の
女
と
の
求
婚
説
話
は
、
地
方
と
中
央
政
権
と
の
結
び
付
き
を
婚
姻
関
係
で
示
す
と
い
う
基
本
的
パ
タ
―
ン
に
表
現
方
法
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
大
和
王
権
が
東
国
に
勢
力
の
拡
大
を
謀
り
、
東
山
道
の
近
江
国
に
続
く
美
濃
の
国
を
、
王
権
の
支
配
下
に
置
く
重
要
な
国
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
後
に
取
り
込
ま
れ
た
説
話
と
推
察
す
る
。
七
久
々
利
と
八
坂
入
彦
命
墓
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
筆
者
は
当
地
を
実
地
踏
査
し
た
。
木
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野
村
も
指
摘
す
る
久
々
利
の
主
要
幹
線
で
あ
る
県
道
八
四
号
線
を
利
用
し
、
さ
ら
に
久
々
利
川
に
沿
っ
て
を
峠
近
く
ま
で
行
く
と
、
記
紀
に
当
地
の
首
長
で
娘
の
親
と
し
て
登
場
す
る
八
坂
入
彦
の
墓
が
、
宮
内
庁
の
管
理
の
も
と
で
｢
八
坂
入
彦
命
墓｣
と
し
て
あ
る
。
実
際
に
八
坂
入
彦
の
墓
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
当
地
の
首
長
が
久
々
利
地
区
に
居
た
可
能
性
を
示
す
。
後
世
の
室
町
時
代
に
は
、
守
護
大
名
土
岐
氏
の
一
族
で
あ
る
久
々
利
氏
が
要
害
の
地
と
し
て
久
々
利
に
久
々
利
城
を
築
き
可
児
地
区
を
治
め
て
い
た
が
、
古
代
も
同
様
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
｢
美
濃
の
久
々
利
の
地｣
と
｢
八
坂
入
彦
命
墓｣
の
存
在
は
、
景
行
紀
に
記
さ
れ
た
｢
美
濃｣
｢
八
坂
入
彦
皇
子｣
｢
泳
宮
(
区く
玖く
利り
能の
弥み
揶や｣
の
表
記
と
符
合
す
る
。
こ
の
両
者
の
符
合
を
、
前
記
し
た
景
行
紀
の
求
婚
説
話
の
内
容
が
、
当
地
に
ま
で
伝
わ
っ
た
結
果
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
で
は
日
本
書
紀
は
何
を
資
料
に
し
て
記
載
し
た
か
と
言
う
点
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
異
説
も
記
載
す
る
編
纂
態
度
か
ら
し
て
、
編
纂
時
の
都
に
お
け
る
ま
っ
た
く
の
創
作
と
は
考
え
に
く
い
。
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
何
か
の
資
料
に
拠
っ
て
記
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
美
濃
国
久
々
利
に
は
、
す
で
に
奈
良
時
代
の
日
本
書
紀
成
立
(
七
二
〇
年)
以
前
に
、
久
々
利
の
地
を
舞
台
と
す
る
求
婚
説
話
が
存
在
し
、
そ
の
説
話
が
紀
編
纂
時
に
取
り
込
ま
れ
て
、
現
在
に
至
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
所
で
は
｢
八
坂
入
彦
命
墓｣
を
｢
皇
子
｣
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
娘
の
弟
媛
の
墓
と
す
る
｢
乙
塚｣
と
呼
ば
れ
る
古
墳
が
あ
る
。｢
乙
塚｣
は
、
久
々
利
の
主
要
幹
線
で
あ
る
八
四
号
線
を
可
児
市
側
か
ら
土
岐
川
方
面
の
土
岐
市
に
向
か
い
、
丘
陵
の
泉
町
久
尻
に
あ
る
。
可
児
市
久
々
利
と
土
岐
市
と
は
八
四
号
線
の
山
道
で
結
ば
れ
て
お
り
、
山
を
生
活
主
体
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
近
隣
の
身
近
な
地
域
共
同
体
で
あ
り
、
共
有
す
る
伝
承
が
存
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
の
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
信
州
か
ら
尾
張
へ
の
東
山
道
は
、
土
岐
か
ら
可
児
を
経
由
し
犬
山
を
通
過
す
る
上
街
道
と
、
土
岐
か
ら
多
治
見
を
通
過
す
る
下
街
道
が
あ
っ
た
。
木
曽
川
を
利
用
す
る
街
道
と
土
岐
川
(
庄
内
川)
を
利
用
す
る
街
道
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
、
両
街
道
が
併
存
し
盛
ん
に
人
々
の
往
来
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
街
道
と
下
街
道
と
を
結
ぶ
山
越
え
の
道
が
多
数
存
在
し
て
い
た
。
東
山
道
を
山
中
に
分
け
入
ら
な
い
で
、
可
児
駅
か
ら
土
岐
川
に
向
か
う
後
に
国
道
二
一
号
も
あ
り
、
久
々
利
川
に
沿
っ
た
県
道
八
四
号
線
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
代
に
も
同
様
の
生
活
道
路
が
あ
り
、
そ
の
中
で
久
々
利
は
注
目
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
13
八久
々
利
説
話
と
当
該
歌
そ
し
て
、
こ
こ
で
さ
ら
に
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
奈
良
時
代
以
前
に
存
在
し
た
久
々
利
の
地
の
求
婚
説
話
と
万
葉
集
の
当
該
歌
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
日
本
書
紀
に
影
響
を
与
え
た
久
々
利
の
求
婚
説
話
は
、
当
該
歌
の
成
立
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。『
可
児
市
史』
第
二
巻
の
第
一
章
第
二
節
の
｢『
泳
宮』
を
め
ぐ
っ
て
(
９)｣
に
、
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
歌
謡
と
景
行
紀
の
記
述
は
関
連
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に
ク
ク
リ
の
地
名
が
登
場
す
る
の
み
な
ら
ず
、
求
婚
譚
と
し
て
の
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
。
違
い
は
、
万
葉
歌
が
特
定
の
誰
か
を
示
さ
ず
、
恋
の
難
し
さ
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、『
日
本
書
紀』
は
天
皇
の
物
語
と
し
た
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
こ
と
は
、｢
男｣
を
｢
天
皇｣
と
位
置
づ
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、『
日
本
書
紀』
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
と
久
々
利
の
求
婚
説
話
が
、
日
本
書
紀
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
様
子
を
万
葉
集
と
と
も
に
言
及
す
る
。
久
々
利
の
求
婚
説
話
が
中
央
国
家
の
日
本
書
紀
に
採
り
込
ま
れ
る
に
は
、
中
央
の
都
人
と
の
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
。
前
記
の
荷
札
木
簡
が
示
す
よ
う
に
久
々
利
は
早
く
天
武
朝
に
｢
主
基
米｣
を
奉
納
し
て
い
た
が
、
奉
納
に
は
東
山
道
が
利
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
東
山
道
を
行
き
交
う
人
々
に
よ
っ
て
、
求
婚
説
話
は
都
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
日
本
書
紀
の
記
述
が
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
当
該
歌
の
万
葉
集
巻
十
三
へ
の
採
録
も
同
様
で
、
東
山
道
と
関
わ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
早
く
松
田
の
｢『
奥
十
山
、
三
野
之
山』
考｣
説
(
)
は
、
当
該
歌
の
作
者
に
言
及
し
、
そ
し
て
｢
三
野
之
山｣
即
ち
｢
美
濃
の
山｣
の
表
現
の
中
に
、
美
濃
国
な
ら
ぬ
他
国
的
な
立
場
と
美
濃
人
ら
ぬ
他
国
人
的
な
心
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
美
濃
国
内
に
於
い
て
美
濃
人
自
ら
が
成
立
さ
せ
た
表
現
で
な
い
の
で
あ
る
。
と
し
た
。
廣
川
も
賛
同
す
る
よ
う
に
、
美
濃
国
の
人
が
自
ら
が
住
ん
で
い
る
土
地
を
、
こ
と
さ
ら
｢
美
濃
の
○
○｣
と
は
言
わ
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
美
濃
国
の
久
々
利
に
居
住
す
る
人
の
歌
で
は
な
い
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
の
作
者
追
求
や
成
立
状
況
は
不
明
と
す
る
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の
が
、
研
究
者
の
正
し
い
態
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
地
以
外
の
実
作
者
と
な
れ
ば
、
他
国
の
官
人
か
調
な
ど
を
運
ぶ
地
方
の
人
々
が
想
定
さ
れ
る
。
何
れ
と
も
決
定
は
で
き
な
い
が
、
官
人
を
選
択
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
旅
に
あ
る
官
人
を
想
定
す
る
場
合
、
前
記
し
た
『
全
注
(
曽
倉)』
説
が
や
は
り
示
唆
的
で
あ
る
。
再
度
詳
し
く
紹
介
す
る
と
、
久
々
利
の
北
、
丘
陵
地
帯
を
越
え
た
先
に
旧
中
山
道
、
古
代
の
東
山
道
が
通
っ
て
い
る
。
そ
の
御
嶽
宿
の
あ
っ
た
可
児
郡
御
嵩
町
の
あ
た
り
に
『
延
喜
式』
の
可
児
駅
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
歌
は
、
こ
の
道
を
往
来
す
る
官
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
可
児
駅
に
宿
泊
し
た
夜
な
ど
に
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
南
方
の
山
を
越
え
た
所
に
景
行
天
皇
の
求
婚
の
伝
説
の
地
久
々
利
が
あ
る
と
聞
き
伝
説
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
興
味
を
覚
え
る
ま
ま
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
自
分
(
自
分
た
ち)
も
美
女
(
想
像
の
中
で
は
官
女
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い)
の
い
る
泳
宮
に
行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
山
が
靡
い
て
ほ
し
い
、
横
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
山
に
向
か
っ
て
足
踏
み
し
た
り
手
で
突
く
動
作
を
し
な
が
ら
歌
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
る
。
久
々
利
は
、
弥
生
時
代
か
ら
人
々
が
居
住
し
、
後
期
古
墳
時
代
に
は
繁
栄
を
極
め
、
天
武
朝
に
中
央
政
権
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
特
有
な
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
久
々
利
の
地
の
丘
陵
を
隔
て
た
川
沿
い
を
東
山
道
が
通
り
、
可
児
駅
が
設
け
ら
れ
旅
人
が
行
き
交
っ
て
い
た
。
こ
の
地
理
的
関
係
を
確
認
す
る
と
き
、
可
児
駅
に
宿
泊
し
た
官
人
が
歌
っ
た
と
す
る
『
全
注
(
曽
倉)』
説
は
や
は
り
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
曽
倉
説
は
旅
に
あ
る
官
人
た
ち
に
よ
っ
て
｢
歌
わ
れ
た｣
｢
歌
っ
た｣
と
説
き
、
成
立
時
期
を
吉
蘇
路
が
拓
か
れ
た
和
銅
六
年
以
後
の
虚
構
作
品
と
捉
え
る
。
し
か
し
、
当
該
歌
の
｢
奥
十
山
美
濃
の
山｣
の
繰
り
返
し
表
現
か
ら
は
歌
謡
性
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
得
が
た
い
女
性
を
願
望
し
、
苦
渋
す
る
内
容
か
ら
は
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
個
人
的
趣
向
が
高
く
な
っ
た
奈
良
時
代
の
官
人
の
創
作
と
は
捉
え
が
た
い
。景
行
紀
の
記
事
は
、
久
々
利
の
地
を
舞
台
と
す
る
求
婚
説
話
を
日
本
書
紀
編
纂
時
に
取
り
入
れ
た
と
し
た
が
、
そ
の
久
々
利
の
地
を
舞
台
と
し
た
求
婚
説
話
に
は
、
古
事
記
歌
謡
の
よ
う
な
求
婚
歌
謡
も
共
存
し
、
当
該
歌
成
立
に
影
響
を
与
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
歌
謡
が
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
求
婚
説
話
で
有
名
で
あ
っ
た
久
々
利
か
ら
丘
陵
を
15
隔
て
た
東
山
道
の
可
児
駅
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
地
理
・
地
形
的
に
当
該
歌
の
内
容
と
符
合
す
る
。
天
武
朝
ご
ろ
に
可
児
駅
周
辺
で
生
ま
れ
て
い
た
歌
を
、
旅
す
る
官
人
た
ち
が
東
山
道
の
名
所
歌
と
し
て
歌
い
継
ぎ
、
そ
れ
が
都
に
運
ば
れ
最
終
的
に
は
万
葉
集
の
十
三
巻
に
採
録
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。
な
お
、
廣
川
説
は
、
集
中
の
地
方
の
国
の
様
子
を
都
人
の
前
で
披
露
す
る
歌
の
存
在
か
ら
、
当
該
歌
も
都
で
の
公
表
と
い
う
要
素
を
考
え
て
い
る
。
巻
十
三
に
採
録
さ
れ
る
以
前
に
、
都
で
の
公
表
を
経
て
い
た
こ
と
は
想
定
で
き
よ
う
。
九
当
該
歌
の
表
現
官
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
官
道
で
あ
る
東
山
道
を
進
む
こ
と
に
な
る
。
都
か
ら
地
方
に
赴
く
場
合
で
あ
れ
、
各
務
駅
か
ら
｢
鵜
沼
の
渡
し｣
を
利
用
し
て
木
曽
川
を
渡
河
し
、
可
児
駅
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
可
児
駅
に
向
い
東
山
道
を
進
む
官
人
は
、
や
が
て
可
児
川
に
行
き
当
た
り
、
そ
の
可
児
川
に
沿
っ
て
進
む
と
、
そ
の
可
児
川
に
流
れ
込
む
久
々
利
川
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
久
々
利
川
の
名
称
か
ら
、
中
央
政
権
と
交
流
が
あ
り
都
人
に
も
著
名
な
美
濃
の
久
々
利
を
確
認
し
、
そ
の
地
に
伝
わ
る
説
話
を
思
い
起
こ
し
た
か
、
新
た
に
触
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
当
該
歌
の
表
現
で
は
、｢
久
々
利
の
宮
に
〇
〇
〇
あ
り
と
聞
き
て｣
と
あ
っ
た
。
や
が
て
可
児
駅
に
到
着
し
、
当
地
に
宿
泊
す
る
官
人
は
、
そ
の
地
に
歌
い
継
が
れ
た
当
該
歌
に
触
れ
、
南
に
丘
陵
地
帯
が
あ
り
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
久
々
利
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
視
界
が
遮
ら
れ
直
接
見
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
が
故
に
、
説
話
の
地
で
あ
る
久
々
利
へ
の
想
い
は
高
ま
る
。
そ
の
想
い
が
当
該
歌
の
｢
美
濃
の
山
な
び
け｣
｢
か
く
寄
れ
と
人
は
突
け
ど
も｣
の
表
現
と
重
な
っ
た
と
推
定
す
る
。
ま
た
、
都
か
ら
旅
を
進
め
畿
外
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
望
郷
の
念
か
ら
生
ま
れ
る
妻
へ
の
思
慕
も
そ
こ
に
加
わ
り
、｢
心
な
き
山｣
の
表
現
に
な
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
推
察
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
実
地
踏
査
を
実
施
し
、
東
山
道
の
可
児
駅
に
訪
れ
、
久
々
利
に
訪
れ
て
み
る
と
、
そ
の
位
置
や
地
形
ま
た
距
離
な
ど
条
件
は
当
該
歌
に
合
致
し
て
い
る
。
推
察
で
は
あ
る
が
空
想
で
は
な
い
。
十
お
わ
り
に
以
上
、
従
来
説
を
調
査
し
確
認
し
た
後
、
東
山
道
や
別
路
の
様
子
を
確
認
し
、
久
々
利
地
区
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
川
が
存
在
す
る
16
可
児
盆
地
の
中
の
久
々
利
に
は
、
後
期
古
墳
が
多
く
有
る
こ
と
、
天
武
朝
と
推
定
さ
れ
る
荷
札
木
簡
に
｢
三
野
国｣
｢
可
尓
評
久
々
利｣
と
記
さ
れ
た
そ
の
地
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
後
期
古
墳
時
代
に
す
で
に
繁
栄
し
て
い
た
久
々
利
は
、
天
武
天
皇
の
時
代
に
は
中
央
政
権
と
深
く
関
わ
り
を
持
ち
、｢
美
濃
国
久
々
利
(
可
児
市
久
々
利)｣
と
し
て
、
特
別
視
さ
れ
た
特
区
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
、
東
山
道
は
大
化
の
改
新
以
後
、
中
央
政
権
の
東
国
進
出
に
関
わ
り
確
実
に
整
備
さ
れ
た
。
美
濃
の
中
濃
地
区
も
可
児
川
に
沿
っ
て
整
備
さ
れ
、
各
務
駅
か
ら
可
児
駅
そ
し
て
土
岐
駅
へ
と
、
官
人
を
始
め
多
く
の
人
々
が
行
き
交
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
該
歌
は
こ
の
久
々
利
の
地
の
特
別
な
存
在
と
東
山
道
を
往
来
す
る
旅
人
の
存
在
に
よ
っ
て
、
天
武
朝
以
後
の
何
時
か
に
生
ま
れ
、
官
人
た
ち
の
間
で
成
長
し
て
い
っ
た
と
推
定
す
る
。
具
体
的
に
は
、
都
か
ら
地
方
に
赴
く
中
央
官
人
た
ち
が
、
久
々
利
川
を
か
た
わ
ら
に
見
な
が
ら
可
児
川
に
沿
っ
て
可
児
駅
(
顔
戸)
に
至
り
、
眼
前
の
丘
陵
の
反
対
側
に
あ
る
久
々
利
の
地
や
当
地
の
八
坂
入
彦
の
娘
に
関
わ
る
求
婚
説
話
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
、
享
受
し
た
歌
世
界
と
考
え
る
。
注
(
１)
松
田
好
夫
｢
万
葉
集
『
行
靡
闕
矣』
―
巻
十
三
・
三
二
四
二
の
本
文
復
原
―｣
『
万
葉』
二
十
二
号
、
Ｓ
三
十
二
・
一
。(『
万
葉
研
究
新
見
と
実
証』
桜
楓
社
、
Ｓ
四
十
三
・
一
に
所
収)
(
２)
井
村
哲
夫
｢『
行
靡
闕
矣』
考｣
続
貂｣
『
松
田
好
夫
先
生
追
悼
論
文
集
万
葉
学
論
攷』
Ｈ
二
・
四
。
(
３)
曽
倉
岑
『
萬
葉
集
全
注』
巻
十
三
、
有
斐
閣
、
平
成
十
七
・
十
一
。
(
４)
廣
川
晶
輝
｢『
万
葉
集』
巻
十
三
・
三
二
四
二
番
歌
に
つ
い
て
―
｢
久
々
利｣
と
記
す
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
と
関
連
さ
せ
て
―｣
『
甲
南
大
學
紀
要
文
学
編』
一
六
二
号
、
Ｈ
二
十
四
年
・
(
５)
木
野
村
茂
美
｢
不
破
関
と
久
々
利
宮
を
中
心
に｣
『
東
海
の
｢
道｣
か
ら
見
た
上
代
文
学
―
東
海
・
東
山
道
を
基
軸
に』
新
典
社
、
Ｈ
二
十
八
・
三
。
(
６)
佐
藤
隆
｢
古
東
海
・
古
東
山
道
や
在
地
の
道
も
視
野
に｣
『
東
海
の
｢
道｣
か
ら
見
た
上
代
文
学
―
東
海
・
東
山
道
を
基
軸
に』
新
典
社
、
Ｈ
二
十
八
・
三
。
(
７)
大
下
武
｢
尾
張
の
古
道
復
原
―
東
山
道
と
東
海
道
を
つ
な
ぐ
道
―｣
(｢
尾
張
の
古
道
復
原
―
東
山
道
と
東
海
道
を
つ
な
ぐ
道
―｣
『
旅
の
古
代
史
道
・
橋
・
関
を
め
ぐ
っ
て』
森
浩
一
・
門
脇
禎
二
編
、
大
巧
社
、
平
十
一
・
十
二
に
所
収)
(
８)
可
児
市
『
可
児
市
史』
第
一
巻
通
史
編
考
古
・
文
化
財
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
Ｈ
十
七
・
三
。
｢
第
四
章
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
、
第
三
節
古
墳
か
ら
み
た
後
期
の
よ
う
す
、
二
後
期
古
墳
の
分
布
と
可
児
地
域
内
の
地
域
割｣
や
17
｢九
横
穴
墓
の
盛
行｣
に
拠
る
。
(
９)
可
児
市
『
可
児
市
史』
第
二
巻
通
史
編
古
代
・
中
世
・
近
世
、
丸
理
印
刷
株
式
会
社
、
Ｈ
二
十
二
・
八
。
(
)
松
田
好
夫
｢
お
き
そ
山
、
美
濃
の
山
―
万
葉
集
の
一
首
は
尾
張
の
古
謡
か
―｣
『
文
学
・
語
学』
５
、
Ｓ
三
十
二
・
九
｢『
奥
十
山
、
三
野
之
山』
考｣
説
(『
万
葉
研
究
新
見
と
実
証』
桜
楓
社
、
Ｓ
四
十
三
・
一
一
に
所
収)
(
文
学
部
教
授)
18
